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農 業 者 の 声 を 濱 田 市 長 に 手 交農 業 者 の 声 を 濱 田 市 長 に 手 交
担 い 手 不 足 へ の 対 策 な ど 要 望担 い 手 不 足 へ の 対 策 な ど 要 望

１ 都市農業振興施策全般について
▽担い手の確保、遊休農地の発生防止、解消
▽農業者との積極的な意見交換の実施など

２ 地産地消や食育啓発、主産地育成事業の推進について
▽学校給食における地産地消の推進など

３ 農地の保全に向けた農業施設の整備について
▽農道・水路等の整備及び農業基盤保全事業の利
　用促進、農業用水の確保・保全など

４ 農空間を取り巻く良好な環境の形成について
▽有害鳥獣対策の充実・強化及びジャンボタニシの
　駆除、ため池や農地の安全確保など

【付帯する意見・要望】
▽各地区における意見・要望

　

10
月
３
日
、農
業
委
員
会
を
代
表
し
て
、

森
本
茂
会
長
・
藤
井
博
副
会
長
・
常
任
委

員
が
市
役
所
本
館
２
階
特
別
会
議
室
で

「
高
槻
市
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策

等
に
関
す
る
意
見
」
を
濱
田
剛
史
市
長
に

手
交
し
、
手
交
後
に
は
本
市
が
抱
え
る
農

業
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
意
見
は
、
翌
年
度
の
市
政
や
市
予
算

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
毎
年
こ
の
時
期
に

市
長
へ
提
出
し
て
い
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
、
市
内
10
地
区
で

開
催
さ
れ
た
実
行
組
合
長
出
席
の
農
政
懇
談

会
で
の
意
見
を
始
め
、
農
業
者
・
農
業
関
係

団
体
等
か
ら
広
く
出
さ
れ
た
現
場
の
声
や
、

農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
の
意
見
・
要
望
を

も
と
に
、
９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委

員
会
定
例
総
会
で
議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

意
見
書
は
、
4
つ
の
テ
ー
マ
「
都
市
農
業

振
興
施
策
全
般
」「
地
産
地
消
や
食
育
啓
発
、

主
産
地
育
成
事
業
の
推
進
」「
農
地
の
保
全

に
向
け
た
農
業
施
設
の
整
備
」「
農
空
間
を

取
り
巻
く
良
好
な
環
境
の
形
成
」
と
「
付
帯

す
る
意
見
・
要
望
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

特
に
今
年
度
は
、
農
業
者
の
営
農
意
欲
低
下
や
、

病
害
虫
の
発
生
な
ど
周
辺
農
地
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
に
向
け

た
施
策
、
今
後
よ
り
深
刻
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
担
い
手
不
足
へ
の
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
様
に
、
耕
作
意
欲
を
大
き
く
低
下
さ
せ

る
原
因
と
な
る
有
害
鳥
獣
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
の
駆
除
に
関
し
て
、
さ
ら
な
る
対
策
・
支

援
を
講
ず
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
農

業
者
を
取
り
巻
く
近
年
の
切
実
な
状
況
を
受
け
、

今
年
度
の
意
見
書
で
は
本
市
農
業
の
持
続
的
発
展

を
見
据
え
、
農
業
者
に
寄
り
添
っ
た
施
策
や
支
援

も
求
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
書
全
文
と
回
答
は
、
次
号
に
掲
載

予
定
で
す
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農
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        森本会長から濱田市長に意見書を手交

手交後、濱田市長と意見交換

令和
６年度

意見書の概要



基
本
構
想
に
基
づ
き
、

盆
栽
の
直
売
だ
け

で
な
く
、
盆
栽
体
験

を
は
じ
め
と
し
た
国

内
外
に
向
け
た
盆
栽

文
化
の
普
及
や
情
報

発
信
、
観
光
振
興
な

ど
様
々
な
活
動
を
効

果
的
に
展
開
す
る
こ

と
を
目
的
に
令
和
元

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
施
設

で
す
。

　

最
先
端
の
技
術
や

創
意
工
夫
さ
れ
た
地

元
特
産
物
の
取
り
組

み
事
例
な
ど
を
現
地

で
視
察
し
た
今
回
の

研
修
は
、
本
委
員
会
に
と
っ
て
有

意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
順
応
性
や
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
技
術
で
、
こ
の
技
術
を
利
用

し
た
同
社
の
耐
寒
性
バ
ナ
ナ
（
も

ん
げ
ー
バ
ナ

ナ
）
は
こ
れ

ま
で
栽
培
に

不
向
き
で

あ
っ
た
寒
冷

地
で
も
栽
培

が
可
能
と
な

り
、
ま
た
そ

の
バ
ナ
ナ
の

糖
度
は
非
常

に
高
い
た
め
、

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

2
日
目
は
高
松
市
に
あ
る
神
高

松
寿
園
と
、
JA
香
川
県
が
直
営
す

る
高
松
盆
栽
の
郷
を
視
察
し
ま
し

た
。
高
松
市
は
古
く
か
ら
盆
栽
が

盛
ん
な
土
地
で
、
全
国
シ
ェ
ア
の

約
8
割
を
占
め
る
松
盆
栽
の
一
大

産
地
で
す
。

　

神
高
松
寿
園
は
樹
齢
200
年
を
超

え
る
貴
重
な
盆
栽
が
並
ぶ
盆
栽
農

家
で
、
半
世
紀
以
上
前
か
ら
通
信

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
松
盆
栽
の
郷
は
、
高
松
盆
栽

の
振
興
を
図
る
た
め
に
高
松
市
で

策
定
さ
れ
た
「
高
松
盆
栽
の
郷
」

　

11
月
6
日
・
7
日
の
2
日
間
、

岡
山
県
岡
山
市
と
香
川
県
高
松
市

を
訪
れ
、
農
業
振
興
等
に
関
す
る

2
箇
所
の
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
農
業
関

連
分
野
の
最
新
情
報
の

収
集
や
技
術
習
得
を
行

い
、
農
業
委
員
会
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
研
修
で
す
。
以
前
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

が
続
き
、
今
回
4
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
岡
山
市
に
あ
る
農
業

法
人
（
D
＆
T
フ
ァ
ー
ム
）
を
視

察
し
ま
し
た
。
同
社
は
特
許
を
取

得
し
た
「
凍
結
解
凍
覚
醒
法
」
を

利
用
し
た
耐
寒
性
バ
ナ
ナ
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
を
栽
培
販
売
し
、
ま
た

導
入
・
拡
販
支
援
を
行
い
、
6
次

産
業
化
と
観
光
農
園
等
を
行
う
企

業
に
な
り
ま
す
。

　
「
凍
結
解
凍
覚
醒
法
」
と
は
、

種
子
や
細
胞
を
マ
イ
ナ
ス
60 

℃

ま
で
緩
や
か
に
冷
却
し
、
ス
ト
レ

ス
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
植
物
の

（2）　令和 5 年 11 月

４
年
ぶ
り
に
視
察
研
修
を
実
施

盆栽の郷で研修を受ける委員

中野農園代表の中野剛さん

稲刈りの指導を行う岸田委員 ( 左 ) と藤井副会長 ( 右 )

もんげーバナナを視察する委員

高槻市農業委員会だより

 ９月から１０月にかけ、市内各地の学習田で
小学生たちが稲刈りを体験しました。子どもた
ちが植えた苗は順調に育ち、稲穂が見事に実っ
ていました。
　子どもたちは地元農家の方々による指導の
下、稲の根元を掴むことや慣れない鎌の扱いに
悪戦苦闘しながらも、一生懸命に取り組んでい
ました。

　１０月２５日に大阪国
際交流センターで開催さ
れた大阪府農業委員会大
会で「なにわ農業賞」の
表彰がありました。「な
にわ農業賞」は、農業の
存在価値の向上に寄与す
るなど、優れた農業経営
者を表彰するもので、今
年は府内、６経営体が選
ばれ、本市からは中野農
園が受賞しました。
　同社は高槻市と門真市
の農場でカイワレ、豆苗、
ブロッコリースプラウ

ト等をハウスで栽培し、収穫から出荷まですべて自社
で行うことで、徹
底した安全管理を
行っており、また、
都市近郊という立
地を活かし、府内
の多くのスーパー
にも出荷していま
す。

小学生たちが学習田で稲刈り

中野農園がなにわ農業賞を受賞中野農園がなにわ農業賞を受賞


